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1.はじめに
これまで我々は，速度－状態依存摩擦構成則に基づいたプレート境界面における 3次元数値シミュレーションモデル

の開発・改良を行ってきた．弘瀬・前田 (2011, JpGU, SSJ; 2012, JpGU)は，南海トラフ沿いで発生する巨大地震につい
て，摩擦パラメータや有効法線応力に不均質性を持たせてシミュレーションを行い，いくつかの複雑なパターンが現れ
るモデルを作成した．しかしながら，1605年慶長津波地震のように浅部（深さ 10 km以浅）のみが破壊した可能性のあ
るパターン（古村・他, 2010, SSJ）の再現はできず，内陸地震による応力擾乱を考慮したシミュレーション（弘瀬・前田,
2012, SSJ）でも再現には至っていない．ただし，内陸地震による応力擾乱は，プレート境界浅部との距離が大きく応力
変化が小さい（地震発生シミュレーション上の地震時におけるせん断応力変化 3 MPaの 1/50程度）．仮にトラフ軸付近
で大きめのプレート内地震が発生した場合，応力擾乱は大きくなるだろう．

2.プレート内地震の仮想断層モデル
東海地域南方沖には，北東－南西走向のゼニス海嶺があり，その付近では定常的な地震活動がみられ，過去にはM6ク

ラスの地震もいくつか発生している．同地域では，南北走向で左横ずれの西七島断層帯の存在も指摘されている（貝塚,
1972,科学）．また，記憶に新しい 2004年 9月 5日に紀伊半島南東沖で M7.1および 7.4のプレート内地震が発生した．
これらのようなプレート内地震が発生し，慶長地震のトリガーになった可能性はないだろうか．
そこで本研究では，弘瀬・前田 (2012, SSJ)と同様の手法で，トラフ軸付近のプレート内地震による応力擾乱を考慮し

たシミュレーションを行い，慶長地震の再現を目指す．予備的な結果であるが，西七島断層帯による応力擾乱を与えた
場合は，全域を破壊する巨大地震となり，浅部のみを破壊する地震は再現できていない．その他の仮想断層による擾乱
の影響については，本発表で行う予定である．
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